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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第50期
第１四半期
連結累計期間

第51期
第１四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 1,444,788 1,496,610 5,987,740

経常利益 (千円) 43,323 73,474 143,314

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純利益

(千円) 30,688 52,734 100,877

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 22,389 63,484 82,183

純資産額 (千円) 1,438,347 1,546,950 1,498,141

総資産額 (千円) 3,287,920 3,402,623 3,241,006

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 10.46 17.97 34.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 43.75 45.46 46.22
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】
　

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第1四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急事態宣言発令

を機に休業要請、外出自粛が本格化したことにより、企業活動や消費行動が大幅に悪化し、先行きは極めて不透

明な状況で推移いたしました。

当社グループを取り巻く環境におきましても、企業間競争の激化に加えて、新型コロナウイルス感染症の影響

により、東京オリンピックを始め、予定していた各種イベント等の開催が延期・中止となりました。雇用情勢に

おきましては、従前より懸念されていた従業員の採用難が解消方向に推移した一方で、売り手市場が一変し不安

定な状況となっております。また、増大する社会保障費用に対する削減圧力の強まりから、法改正による介護報

酬の削減等、事業を取り巻く環境も依然として厳しい状況が継続しております。

このような状況のもと、当社グループは引き続き「お客さま第一主義」に徹した経営姿勢を貫き、業務品質の

向上に取り組むとともに、お客さまのニーズに合った提案型営業を推進し、新規業務の受注や既存先の仕様拡大

等に注力してまいりました。費用面におきましては、原価管理の徹底ならびに販売管理費の改善、不採算案件の

見直し等に努めてまいりました。

この結果、当第1四半期連結累計期間におきましては、売上高は14億9,661万円（前年同四半期比3.6％増）とな

りました。利益面につきましては、経常利益は7,347万円（前年同四半期比69.6％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益につきましては5,273万円（前年同四半期比71.8％増）となりました。

 
セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 
①建物総合管理サービス事業

建物総合管理サービス事業につきましては、警備・設備部門におきましては新規に大型複合施設の常駐管理業

務、清掃部門では複数の清掃管理業務を受注いたしました。また、工事部門では、既存先事業所における給排水

設備並びに空調設備の改修工事、大型複合施設におけるシャッター設備の更新工事等多数の案件を受注に加えて

既存事業所における値上交渉の実施により、売上高は前年を上回ることが出来ました。費用面におきましては、

業務仕様変更の提案、勤怠管理の徹底ならびに採用コストの削減に努めてまいりました。

 この結果、売上高は12億3,848万円（前年同四半期比5.4％増）となり、セグメント利益は１億3,755万円（前年

同四半期比20.6％増）となりました。
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②人材サービス事業

人材サービス事業につきましては、新規および既存顧客先への提案を展開することにより、コールセンター業

務の増員および新型コロナウイルス感染防止対策として、各管理施設における入館時検温対応等の臨時業務を受

注したものの、商品プロモーション関連イベント運営業務の中止、公共施設の駐車場案内業務の稼働率低下等が

影響し、売上高の目標を下回りました。一方では、人材確保における登録スタッフの採用コスト削減が利益面に

貢献いたしました。

この結果、売上高は2億4,222万円（前年同四半期比3.5％減）となりましたが、セグメント利益は1,262万円

（前年同四半期比15.6％増）となりました。

 

③介護サービス事業

介護サービス事業につきましては、コスト管理の徹底に加え、地域包括支援センターおよび近隣の居宅介護支

援事業所に営業活動を行い、新規の介護サービス利用者獲得を進めてまいりましたが、利用者の入院等により

サービスの終了を余儀なくされた案件や新型コロナウイルス感染症拡大による利用控えが多数発生いたしまし

た。

この結果、売上高は1,590万円（前年同四半期比12.9％減）となり、セグメント損失は124万円（前年同四半期

は275万円のセグメント損失）となりました。

 

 
（２）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

 

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更は行っておりません。
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（３）経営方針・経営戦略等
 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題
 

当第１四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

 

（５）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針
 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関す

る基本方針について重要な変更はありません。

 

（６）研究開発費
 

当第１四半期連結累計期間において、該当事項はありません。

 
（７）従業員数
 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数に著しい変更はありません。

 
（８）生産、受注及び販売の実績
 

①生産実績及び受注状況

当社グループは、役務提供を主体としているため、受注生産は行っておりません。このため、生産、受注の記

載は行っておりません。

 

②販売実績

当第１四半期連結累計期間において、販売実績の著しい変動はありません。

 
（９）主要な設備
 

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計

画の著しい変更はありません。

 
（10）経営成績に重要な影響を与える要因
 

当第１四半期連結累計期間において、著しい変更はありません。

 
（11）資本の財源及び資金の流動性についての分析
 

当第１四半期連結累計期間において、著しい変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】
　

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

 

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,560,000

計 10,560,000
 

 

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,940,000 2,940,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であります。

計 2,940,000 2,940,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　
該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　
該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　
該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年６月30日 ― 2,940,000 ― 302,000 ― 242,000
 

 

 

(5) 【大株主の状況】
 

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】
 

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2020年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2020年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 5,100

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,327 ―
2,932,700

単元未満株式
普通株式

― ―
2,200

発行済株式総数 2,940,000 ― ―

総株主の議決権 ― 29,327 ―
 

 

 

② 【自己株式等】

  2020年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社アール・エス・シー

東京都豊島区東池袋
３丁目１－３

5,100 ― 5,100 0.17

計 ― 5,100 ― 5,100 0.17
 

(注) 当該株式は、上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（自己株式等）」欄に含めております。

 

 

２ 【役員の状況】
 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年４月１日から2020年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,442,644 1,569,746

  受取手形及び売掛金 671,070 720,135

  原材料及び貯蔵品 8,096 7,841

  その他 41,326 19,429

  貸倒引当金 △48 △50

  流動資産合計 2,163,089 2,317,101

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 358,702 372,870

    減価償却累計額 △255,619 △257,463

    建物及び構築物（純額） 103,082 115,406

   土地 351,993 351,993

   その他 97,574 97,415

    減価償却累計額 △65,464 △67,082

    その他（純額） 32,110 30,333

   有形固定資産合計 487,186 497,733

  無形固定資産   

   借地権 47,121 47,121

   ソフトウエア 32,969 28,371

   電話加入権 7,123 7,123

   無形固定資産合計 87,214 82,616

  投資その他の資産   

   投資有価証券 171,344 186,179

   長期貸付金 ― 3,870

   差入保証金 66,843 66,476

   保険積立金 83,832 85,941

   繰延税金資産 177,275 158,530

   その他 4,221 4,174

   投資その他の資産合計 503,516 505,171

  固定資産合計 1,077,917 1,085,521

 資産合計 3,241,006 3,402,623
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 93,549 80,459

  短期借入金 43,200 112,500

  1年内返済予定の長期借入金 205,576 252,672

  未払費用 354,213 345,013

  未払法人税等 34,868 2,623

  未払消費税等 108,501 107,401

  賞与引当金 50,217 16,777

  その他 79,387 76,954

  流動負債合計 969,514 994,402

 固定負債   

  長期借入金 147,210 233,369

  長期未払金 62,090 62,090

  役員退職慰労引当金 6,899 7,119

  退職給付に係る負債 555,932 557,631

  その他 1,219 1,060

  固定負債合計 773,351 861,270

 負債合計 1,742,865 1,855,672

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 302,000 302,000

  資本剰余金 250,237 250,237

  利益剰余金 904,626 942,686

  自己株式 △1,879 △1,879

  株主資本合計 1,454,983 1,493,043

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 48,743 59,048

  退職給付に係る調整累計額 △5,586 △5,141

  その他の包括利益累計額合計 43,157 53,907

 純資産合計 1,498,141 1,546,950

負債純資産合計 3,241,006 3,402,623
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

売上高 1,444,788 1,496,610

売上原価 1,195,088 1,214,837

売上総利益 249,699 281,772

販売費及び一般管理費 208,489 211,039

営業利益 41,209 70,733

営業外収益   

 受取利息 11 46

 受取配当金 2,593 3,176

 不動産賃貸料 345 276

 雑収入 297 254

 営業外収益合計 3,246 3,752

営業外費用   

 支払利息 1,132 1,010

 営業外費用合計 1,132 1,010

経常利益 43,323 73,474

税金等調整前四半期純利益 43,323 73,474

法人税、住民税及び事業税 1,664 6,722

法人税等調整額 10,970 14,018

法人税等合計 12,635 20,740

四半期純利益 30,688 52,734

親会社株主に帰属する四半期純利益 30,688 52,734
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

四半期純利益 30,688 52,734

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △8,314 10,304

 退職給付に係る調整額 15 445

 その他の包括利益合計 △8,299 10,749

四半期包括利益 22,389 63,484

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 22,389 63,484

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)
 

該当事項はありません。

 

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)
 

該当事項はありません。

　

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

該当事項はありません。

 

 

(追加情報)
 

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時

期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社アール・エス・シー(E04978)

四半期報告書

13/20



 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

減価償却費 8,496千円 8,219千円

   
 

 

(株主資本等関係)
 

前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 14,674 5.00 2019年３月31日 2019年６月 28日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動
　

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月26日
定時株主総会

普通株式 14,674 5.00 2020年３月31日 2020年６月29日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの
　

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動
　

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,175,452 251,079 18,257 1,444,788 ― 1,444,788

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,175,452 251,079 18,257 1,444,788 ― 1,444,788

セグメント利益又は損失(△) 114,050 10,924 △2,750 122,223 △81,013 41,209
 

 

（注）１.セグメント利益の調整額 △81,013千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その主な

内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であります。

　　　２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建物総合管理
サービス事業

人材サービス
事業

介護サービス
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 1,238,482 242,223 15,904 1,496,610 ― 1,496,610

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,238,482 242,223 15,904 1,496,610 ― 1,496,610

セグメント利益又は損失(△) 137,556 12,624 △1,246 148,935 △78,201 70,733
 

 

（注）１.セグメント利益の調整額△78,201千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その主な

内容は、報告セグメントに帰属しない提出会社の総務部門等の管理部門にかかる費用であります。

　　　２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

 

(有価証券関係)
　

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

 

(企業結合等関係)
　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10円　46銭 17円　97 銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 30,688 52,734

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

30,688 52,734

普通株式の期中平均株式数(株) 2,934,880 2,934,880
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

(重要な後発事象)
　

該当事項はありません。　

 

２ 【その他】

 

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年８月７日

株式会社アール・エス・シー

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

東京事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 桐　　川　　　　　聡 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 河　　島　　啓　　太 印

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アー

ル・エス・シーの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年４月１日

から2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アール・エス・シー及び連結子会社の2020年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと

判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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